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陽
気
ぐ
ら
し
世
界
実
現
に

向
か
っ
て
成
人
の
歩
み
を

天
理
教
婦
人
会

教
区
主
任

中
西

は
つ
よ

近
ご
ろ
健
康
志
向
の
高
ま
り
と
と

も
に
調
理
の
手
軽
さ
も
相
ま
っ
て
、

〝
蒸
し
料
理
〟
が
注
目
さ
れ
、
流
行
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
野
菜
や
魚
、
肉

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
形
も
味
も
異
な
る

素
材
が
、
蒸
し
器
の
中
で
湯
気
に
包

ま
れ
、
互
い
の
味
を
損
な
う
ど
こ
ろ

か
、
一
つ
ひ
と
つ
の
持
ち
味
が
引
き

出
さ
れ
、
食
材
同
士
が
一
つ
に
調
和

す
る
様
は
、
ど
こ
か
お
道
の
信
仰
と

相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

今
、
世
の
中
を
見
渡
す
と
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
争
い
が
起
こ
り
、
先
の

見
え
な
い
状
況
の
中
で
混
沌
と
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
る
で
強
火
に
か

け
ら
れ
た
鍋
の
中
で
、
人
の
心
が
煮

立
っ
た
り
焦
げ
た
り
し
て
い
る
状
態

と
同
じ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

親
神
様
が
、
「
人
間
が
互
い
に
た

す
け
合
っ
て
陽
気
に
暮
ら
す
姿
を
見

て
と
も
に
楽
し
み
た
い
」
と
の
思
い

か
ら
ご
創
造
く
だ
さ
れ
た
こ
と
を
思

う
と
、
な
ん
と
も
心
痛
む
ば
か
り
で

す
。
皆
等
し
く
可
愛
い
子
ど
も
と
し

て
、
親
神
様
の
懐
で
大
い
な
る
御
守

護
に
護
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
兄

弟
姉
妹
な
の
で
す
か
ら
、
や
は
り
仲

良
く
た
す
け
合
い
た
い
も
の
で
す
。

婦
人
会
本
部
で
は
、
教
祖
百
四
十

年
祭
の
塚
を
超
え
た
今
、
陽
気
ぐ
ら

し
世
界
実
現
に
向
か
っ
て
更
な
る
心

の
成
人
を
目
指
す
べ
く
、
教
祖
が
よ

ろ
づ
た
す
け
の
た
め
に
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
〝
た
す
け
一
条
〟
の
根
本
で

あ
り
ま
す
〝
か
ぐ
ら
づ
と
め
〟
に
つ

い
て
学
び
、
教
祖
に
お
教
え
い
た
だ

い
た
御
教
え
を
、
家
族
を
は
じ
め
地

域
社
会
、
そ
し
て
世
界
へ
広
め
、
そ

の
中
に
こ
も
る
温
か
い
親
心
を
届
け

る
と
と
も
に
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ

て
人
に
伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
よ
う

と
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

混
沌
と
し
た
時
代
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
お
つ
と
め
の
尊
さ
を
胸
に
治
め
、

ち
ょ
う
ど
蒸
し
器
の
中
の
異
な
る
素

材
が
、
火
水
風
の
お
働
き
に
よ
っ
て
、

互
い
に
引
き
立
て
合
い
、
整
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
ま
た
、
互
い

の
持
ち
味
を
認
め
合
い
な
が
ら
陽
気

ぐ
ら
し
の
喜
び
を
味
わ
い
、
周
囲
へ

と
そ
の
味
わ
い
を
広
め
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

そ
こ
で
今
年
は
、
滋
賀
教
区
婦
人

会
と
し
て
、
久
方
ぶ
り
に
婦
人
会
員

が
一
堂
に
会
し
て
、
「
滋
賀
教
区
婦

人
会
員
の
集
い
」
を
６
月
に
開
催
い

た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
陽
気
ぐ
ら
し

世
界
実
現
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
な
る

成
人
の
歩
み
を
共
々
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

先
ず
は
、
４
月
19
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
第
１
０
８
回
婦
人
会
総
会
に
、

一
人
で
も
多
く
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
勇
み
心

い
っ
ぱ
い
に
「
滋
賀
教
区
婦
人
会
員

の
集
い
」
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

立教189年 滋賀教区婦人会員の集い
午前10時〜午後２時30分解散予定（９時半受付開始）

天理教甲賀大教会にて 〇講義〇対話〇お楽しみ行事など
講義「おつとめについて」講師：清水このみ栗太支部長

６月30日(火)



支部
実施
単位

会　　場　【集合場所】 作業内容 日 集合・解散時間
雨天時の対応

【当日の連絡先】
会場責任者

支部
びわこ湖畔

【教務支庁玄関前】
除草・清掃
（屋内外）

4月29日 8：30～11：00
小雨決行

【090-5676-5324 池戸】
池戸剛

支部
大津赤十字病院

【玄関ホール】

除草・清掃
（屋内外）

4月29日 8：30～11：00
小雨決行

【077-522-5954 上野山】
上野山重佳

瀬田組
唐橋公園

【テニスコート横集合】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～11：00

小雨決行
【080-1454-4598 尾崎】

尾﨑淳也

草津北組
西組 東組

草津市総合体育館
【体育館前】

除草・清掃
（屋外）

4月29日 9：00～11：30
小雨決行

【090-6290-5982 水口】
水口英明

栗東組
栗東運動公園
【体育館横】

除草・清掃
（屋外）

4月29日 9：00～11：00
小雨決行

【090-6409-6624 千代】
千代寛

守山組
守山市民運動公園

【市民体育館玄関前】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～12：00

少雨決行
【090-2049-8612 今井】

今井陽一

野洲組
野洲市民グランド
【B&G体育館前】

除草・清掃
（屋外）

4月29日 9：00～11：00
小雨決行

【090-8657-7917 杉田】
杉田英夫

甲南組
甲南第一地域市民センター

【駐車場】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 8：30～11：30

雨天時は30日に順延
【090-2061-3718 小林】

小林治雄

甲南組
（社福）やまなみ工房

【工房前】
除草・清掃
（屋内外）

5月16日 9：00～11：30
雨天決行（屋内作業）

【090-2061-3718 小林】
小林治雄

甲賀組
甲賀Ｂ＆Ｇ海洋センター

【同所集合】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 8：30～11：30

雨天時は30日に延期
【090-3672-2598 山下】

山下隆

信楽組
（特養）信楽荘
【同所集合】

除草・清掃
（屋内外）

4月29日 8：30～11：00
雨天決行

【090-7482-5106 黄瀬】
黄瀬武彦

信楽組
紫香楽病院
【同所集合】

除草・清掃
（屋外）

期日未定 8：30～11：00
雨天中止

【090-7482-5106 黄瀬】
黄瀬武彦

水口1,2,3
湖南組

水口スポーツの森
【管理事務所前】

除草・清掃
剪定・植樹

4月29日 9：00～11：30
雨天中止

【090-1148-2291 田代】
田代幹夫

土山組
土山グランド

【スポーツセンター横駐車場】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～11：30

雨天中止
【090-5134-5446 佐治】

佐治善範

支部
（特養）近江第二ふるさと園

【現地集合】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～11：00

雨天中止
【0749-22-3226 外村】

外村善治

〃
（社福）青い鳥会彦根学園

【現地集合】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～11：00

雨天中止
【080-1448-6520 田中】

田中康博

〃
（社福）かすみ会かいぜ寮

【現地集合】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～11：00

雨天中止
【090-3821-8919 上野】

上野浩

１組
（特養）万葉の里

【現地集合】
除草・清掃
剪定・植樹

4月29日 9：00～11：00
雨天中止

【090-6731-9791 久保】
久保博之

２組
近江八幡市立　八幡公園

【公園入口】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～11：30

小雨決行
【090-8823-8202 岡田】

岡田豊嗣

３組
（特養）白寿荘

【駐車場】
除草・清掃
剪定・植樹

4月29日 9：00～11：30
小雨決行

【070‐2323‐7586 佐野】
佐野敏

湖北 支部
市立長浜病院

【病院南側広場】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～11：30

少雨決行・雨天時は5月3日に延期

【090-7119-8842 中村】
中村庄一

支部
大津赤十字志賀病院

【病院玄関前】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 9：00～12：00

雨天時は5月6日に延期
【070-3144-5748 奥山】

奥山傳一郎

〃
（特養）さわの風

【現地集合】
除草・清掃

（屋外）
4月29日 10：00～11：30

雨天中止
【090-8484-2648 岡本】

岡本仁司

立教189年 全教一斉ひのきしんデー 滋賀教区会場一覧
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江南北支部江南支部江西支部大津支部 江東支部 江東南支部 湖北支部 西湖支部

お近くの会場の詳細情報は「教区・支部情報ねっと」でご確認いただけます

※ご参考 となりのＱＲコードを指などで隠しながら読みとっていただくと、スムーズに確認できます。
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
の
集
計
結
果
に
つ
い
て

た
す
け
委
員
会

①
第
５
回
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

第
５
回
目
の
参
加
者
に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
で
す
。
全
体
の
１
割
を
超
え
る
回
答
と
な
っ
て
お
り
、
有
効

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
問
６
の
「
年
祭
に
向
け
て
目
標
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
か
」
と
の
設
問
で
は
、
半
数
強
の
方
が
〝
取

り
組
ん
で
い
る
〟
と
回
答
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
考
資
料
の
図
２

「
立
場
別
」
と
あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
「
よ
う
ぼ

く
一
斉
活
動
日
」
の
実
態
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
振
り
返
る
資
料

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
地
域
活
動
の
貴
重
な
資
料
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

②
支
部
実
務
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

問
１
の
実
務
担
当
者
の
自
己
評
価
で
は
〝
と
て
も
よ
か
っ
た
〟
と
〝
よ
か
っ
た
〟

を
合
わ
せ
る
と
８
割
を
超
え
て
良
い
結
果
で
し
た
。
ま
た
問
２
の
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
講
話
が
一
番
多
く
、
そ
の
数
は
最
終
回
に
向
け
て
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
「
お
つ
と
め
練
習
」
や
「
お
さ
づ
け
に
つ
い
て
」

な
ど
の
実
践
項
目
も
、
後
に
な
る
ほ
ど
実
施
会
場
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
他
、
各
回
ご
と
の
詳
細
な
資
料
も

作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
業
務
移
転
に
つ
い
て

保
安
室

「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
境
内
掛
南
支
所
（
旧
総

合
案
内
所
）
は
、
神
殿
案
内
、
手
荷
物
預
か
り
、
授
乳
室
、
車
椅
子
貸
出
な
ど
の
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物
の
老
朽
化
と
係
員
の
減
少
か
ら
、
４
月
１
日
よ
り
、

総
て
の
業
務
を
境
内
掛
本
所
に
集
約
し
、
南
支
所
は
閉
鎖
い
た
し
ま
す
。

▽
回
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
用
の
ふ
き
ん
に
つ
い
て

保
安
室

現
在
、
い
つ
で
も
使
え
る
ふ
き
ん
を
南
礼
拝
場
西
側
回
廊
に
設
置
し
、
そ
の
他
様
々

な
行
事
で
使
用
で
き
る
ふ
き
ん
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ふ
き
ん
を
洗
濯
す
る

業
務
用
洗
濯
機
や
乾
燥
の
た
め
の
ボ
イ
ラ
ー
が
、
老
朽
化
等
の
事
情
で
使
用
不
可
と

な
り
、
併
せ
て
係
員
の
減
少
も
あ
っ
て
、
こ
の
洗
濯
業
務
も
境
内
掛
本
所
に
集
約
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
４
月
１
日
以
後
、
回
廊
に
設
置
し
て
い
る
常
設

の
ふ
き
ん
は
こ
れ
ま
で
通
り
洗
濯
し
管
理
し
ま
す
が
、
各
団
体
に
貸
し
出
す
ふ
き
ん

は
、
期
限
は
設
け
ま
せ
ん
の
で
洗
濯
し
て
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。
続
い
て
使
う
予

定
が
あ
る
場
合
は
、
団
体
で
そ
の
ま
ま
保
管
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
各
会
の
決
算
報
告
に
つ
い
て

各
会
の
昨
年
度
の
決
算
報
告
は
４
月
20
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

教
務
部

・
・
竹
下
部
長
・
・

▽
所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
に
つ
い
て

所
轄
庁
（
県
庁
）
へ
提
出
す
る
た
め
の
関
係
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
記
入
例

を
参
考
に
適
正
に
作
成
い
た
だ
き
、
支
部
で
取
り
ま
と
め
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
「
表
紙
」

原
本
を
提
出
し
、
コ
ピ
ー
を
保
管
。

※
認
証
番
号
を
記
載
す
る
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
配
布
の
封
筒
に
記
載
し
て
い
る
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
※
法
人
番
号
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
「
代
表
役
員
名
簿
・
責
任
役
員
名
簿
」

コ
ピ
ー
を
提
出
。

③
「
財
産
目
録
・
決
算
書
」
コ
ピ
ー
を
提
出
。

※
提
出
締
切

７
月
２
日

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
立
教
１
８
９
年
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
の
案
内
掲
載
つ
い
て
（
再
掲
）

「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
は
、
本
部
事
務
局
よ
り
教
区
ペ
ー
ジ
に
基
本
情

報
の
み
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
場
ま
で
の
交
通
案
内
や
駐
車
場
情
報
、
持
参

物
品
の
お
願
い
や
雨
天
時
の
対
応
な
ど
会
場
ご
と
の
詳
細
を
、

改
め
て
支
部
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
「
表
統
領
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

「
表
統
領
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
会
場
数
配
布
い
た
し
ま
す
。
当
日
、

参加者アンケート参考資料担当者アンケート

メッセージ
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ひ
の
き
し
ん
の
前
に
代
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
カ
ー
ド
配
布
つ
い
て

「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
の
啓
蒙
と
活
用

促
進
の
た
め
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
が
ご
本

部
で
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
の

参
加
者
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
写
真
の
提
出
に
つ
い
て

ひ
の
き
し
ん
の
実
施
の
様
子
を
教
区
報
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
記
録
写
真

を
撮
影
し
、
当
日
中
に
教
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
各
支
部
５
枚
程
度
）

・
参
加
カ
ー
ド
に
つ
い
て

受
付
時
に
提
出
さ
れ
た
参
加
カ
ー
ド
は
、
支
部
で
回
収
し
て
名
簿
管
理
担
当
者

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
担
当
者
は
名
簿
に
参
加
を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。

・
報
告
書
に
つ
い
て

①
「
支
部
」
実
施
報
告
書
（
提
出
〆
切
５
月
15
日
）

実
施
し
た
全
会
場
分
を
集
計
し
、
支
部
全
体
の
内
容
を
集

計
し
記
載
。
そ
し
て
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力
フ
ォ
ー

ム
か
ら
事
務
局
へ
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
「
会
場
」
用
記
録
用
紙
（
提
出
〆
切
５
月
15
日
）

支
部
集
計
の
後
、
教
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

４
月
29
日
（
祝
）
午
後
２
時

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆
道
友
社
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

（
再
掲
）

『
山
の
辺
の
道
を
歩
く
』
文
：
片
山
恭
一

写
真
：
小
平
尚
典

３
月
10
日
発
売

定
価
４
９
５
円
（
税
込
み
）

▽
『
天
理
時
報
オ
ン
ラ
イ
ン

プ
レ
ミ
ア
ム
』

電
子
書
籍
に
『
天
理
教
教
典
』
『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』

『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』
『
稿
本
中
山
眞
之
亮
伝
』

『
お
ふ
で
さ
き
註
釈
』
を
追
加
。

プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
に
登
録
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
社
友
勉
強
会
（
再
掲
）

・
日

時

４
月
25
日
（
土
）

15
時
30
分

～

16
時
30
分

・
場

所

道
友
社
６
階
ホ
ー
ル

・
定

員

70
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

・
対

象

代
表
社
友
・
支
部
社
友
・
直
属
社
友

・
内

容

情
報
提
供
・
記
事
出
稿
の
仕
方

・
申
込
締
切

４
月
10
日

※
支
部
社
友
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
尚
、
６
月
25
日
も
同
内
容
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
の
記
事
投
稿
に
つ
い
て

支
部
社
友
の
皆
様
に
は
「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
の
記
事
投
稿
を
お
願

い
し
ま
す
。

啓
発
委
員
会

・
・
橋
本
委
員
長
・
・

▽
２
０
２
６
年
度

滋
賀
同
宗
連
「
現
地
研
修
会
」
の
お
知
ら
せ

・
開
催
日

５
月
15
日
（
金
）

13
時
30
分
ま
で
に
会
場
集
合

・
目

的

部
落
差
別
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ

・
テ
ー
マ

「
変
わ
り
ゆ
く
崇
仁
地
域
」

全
国
で
も
最
大
規
模
の
被
差
別
地
域
で
あ
る
崇
仁
地
区
、
そ
の
中
で

住
民
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
柳
原
銀
行
（
現
在
は
研
修
施
設
）
。
芸
術
大

学
が
移
転
し
て
き
て
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
き
た
崇
仁
地
区
の
課
題
や

問
題
を
模
索
し
ま
す
。

・
会

場

世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

京
都
市
下
京
区
下
之
町
57
番
地
１
京
都
市
立
芸
術
大
学
内
Ａ
棟
７
階

・
内

容

13
時
30
分

開
会

13
時
40
分

講
演

藤
尾
ま
さ
よ
氏
（
崇
仁
発
信
実
行
委
員
会
代
表
）

15
時
15
分

現
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

崇
仁
地
区
及
び
柳
原
銀
行

16
時
45
分

終
了

現
地
解
散

・
申
込
み

教
務
支
庁
ま
で
、
①
氏
名

②
年
齢

③
連
絡
先
電
話
番
号

を
ご
連
絡

の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
締
切

４
月
12
日
（
日
）

時報オンライン 支部実施報告書会場用記録用紙

支部 配布数

大津 250

江西 375

江南 250

江南北 375

江東 250

江東南 250

湖北 250

西湖 250
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献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
３
月
献
血
実
績
（
２
／
21
～
３
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

３
名

江
南
北

２
名

江

東

１
名

今
月
も
、
大
勢
の
方
の
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
「
天
理
教
婦
人
会
第
１
０
８
回
総
会
」
の
ご
案
内

式

典

・
日

時

４
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

（
午
前
８
時

受
付
開
始
）

・
場

所

本
部
中
庭

南
・
東
礼
拝
場
前

西
境
内
地

※
前
日
に
は
記
念
行
事
と
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
婦
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
「
立
教
１
８
９
年

滋
賀
教
区

婦
人
会
員
の
集
い
」
の
ご
案
内

・
日

時

６
月
30
日
（
火
）

午
前
10
時
開
会

午
後
２
時
30
分
解
散
予
定

・
受

付

午
前
９
時
30
分

・
場

所

天
理
教
甲
賀
大
教
会

・
内

容

講
義

『
お
つ
と
め
に
つ
い
て
』

講
師

清
水
こ
の
み
栗
太
支
部
長

対
話

お
楽
し
み
行
事
な
ど

・
対

象

婦
人
会
員

・
参
加
御
供

千
円

※
出
欠
連
絡
は
、
各
支
部
主
任
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
。

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
４
月
（
３
月
31
日
）

江

南
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
５
月
（
期
日
未
定
）

江
南
北
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
吉
岡
委
員
長
・
・

▽
「
琵
琶
湖
外
来
魚
駆
除
ひ
の
き
し
ん
」
の
ご
案
内

・
日

程

５
月
31
日
（
日
）

・
時

程

９
時

ス
タ
ッ
フ
集
合

→

９
時
45
分

受
付
開
始

→

10
時

開
始

→

11
時
50
分

終
了
／
閉
会
式

12
時
30
分

Ｂ
Ｂ
Ｑ

→

14
時

終
了
／
片
付
け

・
場

所

釣
り
：
矢
橋
帰
帆
島
公
園

Ｂ
Ｂ
Ｑ
：
同
施
設
内

・
内

容

外
来
魚
駆
除
ひ
の
き
し
ん

抽
選
会
（
滋
賀
県
特
産
品
）
※
全
員
参
加
可
能

Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
事
前
申
込
制
）

・
参
加
費

大
人
３
百
円
／
小
人
百
円

・
対

象

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

※
子
ど
も
連
れ
可

・
持
ち
物

釣
具
（
お
持
ち
の
方
）
、
軍
手
等

※
釣
具
の
貸
し
出
し
あ
り

※
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
参
加
申
し
込
み
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

少
年
会

・
・
藤
橋
団
長
・
・

▽
「
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
錬
成
会
」
滋
賀
教
区
隊
に
つ
い
て

今
年
の
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
の
要
項
が
発
表
さ
れ
、
滋
賀
教
区
で
も
「
こ

ど
も
横
丁
」
を
担
当
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
少
年
会
で
は
、
こ
の
中

で
「
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
錬
成
会
」
滋
賀
教
区
隊
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

・
教
区
隊
実
施
期
間

７
月
31
日
（
金
）
～
８
月
３
日
（
月
）

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

４
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
雲
出
代
表
・
・

▽
役
員
会
の
お
知
ら
せ

・
日

時

４
月
11
日
（
土
）
13
時
よ
り

於
・
教
務
支
庁

ＢＢＱ申込

★
合

計

６
名

成

分

５
名

４
０
０
㎖

１
名

婦人会総会
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■
少
年
会
滋
賀
教
区
団

「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
開
催

去
る
３
月
８
日
、
滋
賀
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
午
前
中
は
お
つ
と
め
練
習
。
「
よ
ろ
づ
よ
八
首
」
の
男
鳴
り
物
、
女
鳴
り
物
を
個

別
に
練
習
し
、
わ
か
ぎ
の
子
に
つ
い
て
き
た
弟
妹
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
鳴
り
物
を

ま
な
び
、
最
後
に
全
員
で
合
奏
を
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
大
津
市
瀬
田
に
あ
る
「
木

下
カ
ン
セ
ー
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
に
移
動
し
て
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
体
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
達
も
、
転
び
な
が
ら
も
す
ぐ
に
上
達
し
、
時
間
い
っ
ぱ
い
楽

し
み
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
教
務
支
庁
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
ま
た
、

お
声
掛
け
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
参
加
者

少
年
会
員

計
７
人

中
学
生

男
子
３
人

女
子
１
人

育
成
会
員

計
13
人

小
学
生

男
子
２
人

女
子
１
人

内訳

■
学
生
担
当
委
員
会

「
教
祖
百
四
十
年
祭

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

３
月
28
日
午
前
10
時
、
本
部
中
庭
で

「
教
祖
百
四
十
年
祭

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
教
区

学
生
会
は
、
前
日
27
日
午
後
か
ら
当
日
28

日
の
夕
方
ま
で
、
水
口
詰
所
を
宿
舎
と
し

て
、
学
生
16
名
学
担
５
名
の
計
21
名
で
参

加
し
ま
し
た
。
集
合
し
た
時
は
、
み
ん
な

緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
等
で

打
ち
解
け
次
第
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

青
年
会
に
よ
る
勉
強
会
や
ゴ
ミ
拾
い
、
や

か
た
前
の
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
見
た
り
と
、

色
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
参
加
者
は

大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会

に
向
け
最
後
ま
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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名
神
高
速
道
路
竜
王
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
よ
り
北
へ
５
キ
ロ
ほ
ど
の
場
所
に
三
代

生
分
教
会
が
あ
る
。

三
代
生
分
教
会
の
道
は
、
明
治
25
年
頃
、

北
川
志
づ
（
初
代
会
長
佐
吉
の
祖
母
）
が
、

婦
人
病
で
三
年
間
病
床
に
伏
し
て
い
た
と

こ
ろ
を
お
た
す
け
頂
き
、
あ
ま
り
に
不
思

議
な
ご
守
護
に
感
銘
を
受
け
て
入
信
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。

そ
の
後
毎
月
、
野
洲
郡
義
王
村
辻
町
講

社
（
後
の
琵
琶
分
教
会
）
の
月
次
祭
に
参

拝
し
て
い
た
。
志
づ
の
長
男
吉
三
郎
当
時

11
歳
も
一
緒
に
参
拝
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

明
治
33
年
３
月
に
は
お
さ
づ
け
の
理
を
拝

戴
し
た
。
周
り
の
者
に
笑
わ
れ
そ
し
ら
れ

な
が
ら
も
熱
心
に
信
仰
を
続
け
、
明
治
41

年
頃
に
は
琵
琶
の
役
員
と
な
り
会
計
を
務

め
る
よ
う
に
な
っ

た
。吉

三
郎
は
、

明
治
43
年
３
月
、

志
づ
が
出
直
し

て
か
ら
も
益
々

熱
心
に
信
仰
し
、

そ
の
後
、
昭
和

19
年
息
子
佐
吉

に
戸
主
を
譲
り

隠
居
。

後
を
受
け
た

佐
吉
は
、
昭
和

７
年
12
月
に
お

さ
づ
け
の
理
を

拝
戴
し
、
熱
心

に
信
仰
を
続
け

る
中
、
昭
和
30

年
３
月
修
養
科

を
修
了
、
同
年
12
月
に
布
教
所
を
開
設
し

所
長
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
も
一
段
と
に
を
い
が
け
、
お
た

す
け
に
歩
い
た
。
時
に
は
重
病
人
の
お
た

す
け
に
も
か
か
り
、
ご
守
護
い
た
だ
き
た

い
一
心
で
、
深
夜
に
上
級
琵
琶
分
教
会
へ

出
向
き
、
門
の
外
で
心
を
込
め
て
お
願
い

づ
と
め
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
信
仰

姿
勢
に
感
銘
を
受
け

た
人
、
ご
守
護
頂
い

た
人
が
別
席
を
運
び
、

信
者
が
増
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
、
琵

琶
分
教
会
の
神
殿
普

請
の
お
打
ち
出
し
が

あ
り
、
部
内
一
同
活

気
に
満
ち
溢
れ
た
。

し
か
も
教
祖
90
年
祭

を
迎
え
る
と
い
う
時

旬
に
当
た
り
、
こ
れ

に
お
応
え
す
る
べ
く

昭
和
50
年
10
月
26
日
、

三
代
生
分
教
会
と
し

て
教
会
名
称
の
理
を

戴
い
た
。

佐
吉
は
、
教
会
設

立
後
も
変
わ
ら
ず
に
を
い
が
け
、
お
た
す

け
に
励
み
、
25
年
間
会
長
職
を
務
め
た
。

そ
の
後
、
平
成
11
年
10
月
26
日
、
長
男

凖
治
が
二
代
会
長
に
就
任
し
た
。
凖
治
は
、

会
長
で
あ
っ
た
父
の
片
腕
と
し
て
教
会
の

御
用
に
励
み
な
が
ら
、
青
年
会
活
動
に
も

熱
心
に
取
り
組
む
な
ど
、
お
道
一
筋
で
通
っ

た
が
、
会
長
就
任
後
ほ
ど
な
く
し
て
身
上

を
い
た
だ
き
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
平

成
17
年
１
月
13
日
、
教
会
の
月
次
祭
の
朝

に
出
直
し
た
。

そ
の
後
、
父
で
あ
る
二
代
会
長
と
の
最

後
の
約
束
を
果
た
す
べ
く
、
息
子
の
吉
典

が
平
成
17
年
４
月
18
日
、
三
代
会
長
に
就

任
し
た
。

吉
典
は
、
外
構
工
事
を
請
負
い
な
が
ら

お
道
の
御
用
に
励
み
、
「
教
祖
百
四
十
年

祭
へ
向
か
う
三
年
千
日
の
年
祭
活
動
の
中
、

義
兄
や
長
男
が
お
さ
づ
け
の
理
を
拝
戴
し
、

教
会
の
上
に
力
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
が
と
て
も
有
難
い
。
初
代
会
長
、
二
代

会
長
に
は
及
ば
な
い
が
、
日
々
教
会
の
御

用
に
勇
ん
で
励
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№126

三
代
生
分
教
会
（
琵
琶
・
江
東
南
支
部
）

み

よ

せ

会
長

北
川

吉
典

住
所

蒲
生
郡
竜
王
町
西
横
関
七
一
〇
番
地

北川会長夫妻

●

三代生分教会

竜
王
Ｉ
Ｃ
→

国
道
８
号
線
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３月 教区日誌

４月 行事予定

／１ 庁舎清掃ひのきしん 江西支部 9:30
／２ 主事会、役員会、婦人会例会

青年会例会 14:00
／８ わかぎの集い（少年会・アイスアリーナ）
／９ 滋賀同宗連全体研修会（能登川コミセン）
／25 教区長会議（教庁）13:00

全国書記会総会（なら歴史芸術文化村）
／28 教祖１４０年祭学生おぢばがえり大会

（教区学生会は27日から参加・水口詰所）
／30 布教部例会 14:00 広報委員会 16:00
／31 庁舎清掃ひのきしん 江南支部 9:30

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
災救隊会議

／７ 視察（任命）治田分教会
／11 道の教職員の集い役員会 13:00
／25 社友勉強会（道友社）15:30

教区長会議（38母屋）16:00
／28 少年会例会 10:00
／29 全教一斉ひのきしんデー

布教部例会 14:00 広報委員会 16:00
(未定)庁舎清掃ひのきしん 江南北支部

◇４月開庁時間 午前９時～午後４時半
◇４月閉庁日 14・18・21・22・23・25・26日
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

▽任命・改称・移転願

・近実分教会［大原 西湖］
き ん じ つ

後任者 中林 千尋
なかばやし ち ひ ろ

改 称 近実 → 大寅
お お と ら

移 転 大津市 → 橿原市
奉告祭 ５月２３日
受理日 ３月２０日

▽任命願

・治田分教会［栗太 江西］
は る た

後任者 芝原 道治
し ば は ら み ち は る

就任奉告祭 ６月１４日
受理日 ３月２７日

事情願書

ＱＲ
コーナー

布教月報 道友社報 学生担当者報 情報ねっと法人ニュース


